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運用報告書（全体版） 

ワールド・リート・オープン
（資産成長型）為替ヘッジあり 
 

愛称：ワールド・リートヘッジＮ 

 
 

第３期（決算日：2019年12月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「ワールド・リート・オープン（資

産成長型）為替ヘッジあり」は、去る12月10日に第３

期の決算を行いました。ここに謹んで運用状況をご

報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／不動産投信 

信 託 期 間 2027年12月10日まで（2017年９月12日設定） 

運 用 方 針 
安定した収益の確保とともに信託財産の十分な成長を
はかることを目的として運用を行います。 

主 要 運 用 対 象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

ワールド・リート・オープン マザーファ
ンド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

世界各国の上場不動産投資信託（リート） 

運 用 方 法 

・ 世界各国の上場不動産投資信託に分散投資します。 
・ ポートフォリオの構築は、トップダウンで国や地域、

セクター配分等を決定し、ボトムアップで個別銘柄を
選定するという、２つのアプローチ（運用手法）の融
合によって行います。 

・ 相対的に割安で好配当が期待される銘柄に投資し、安
定した配当利回りの確保と、値上がり益の獲得を目指
します。 

・ 実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッ
ジを行い、為替変動リスクの低減をはかります。なお、
為替ヘッジが困難な一部の通貨については、当該通貨
との相関等を勘案し、他の通貨による代替ヘッジを行
う場合があります。 

・ マザーファンドの運用の指図に関する権限を、モルガ
ン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・
インク、モルガン・スタンレー・インベストメント・
マネジメント・リミテッドおよびモルガン・スタン
レー・インベストメント・マネジメント・カンパニー
に委託します。 

主 な 組 入 制 限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

・ 主要投資対象とする投資信託証券、コ
マーシャル・ペーパーおよび短期社債
等以外の有価証券への実質投資は、債
券買い現先取引に限ります。 

・ 投資信託証券への実質投資割合に制限
を設けません。 

・ 外貨建資産への実質投資割合に制限を
設けません。 

・ 同一銘柄の投資信託証券への実質投資
割合は、当ファンドの純資産総額の
10％以下とします。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

・ 主要投資対象とする投資信託証券、コ
マーシャル・ペーパーおよび短期社債
等以外の有価証券への投資は、債券買
い現先取引に限ります。 

・ 投資信託証券への投資割合は、制限を
設けません。 

・ 外貨建資産への投資割合は、制限を設
けません。 

・ 同一銘柄の投資信託証券への投資割合
は、信託財産の純資産総額の10％以内
とします。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を含み
ます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額は、基準
価額水準・市況動向等を勘案して、利子・配当収入の中
から分配金額を決定しますが、信託財産の十分な成長に
資することに配慮して分配を行わないことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

ファンドマネージャーのコメント
　当期（過去１年間）の運用で主眼においたポイントを
ご説明させていただきます。

配当利回りが魅力的で、不動産への直接投資と比較して
割安と判断される銘柄を中心に投資を行いました。

【第３期末における主なリート市場への投資比率と投資
のポイント】

◎北米（アメリカ61.5％、カナダ7.7％）
　アメリカ市場は、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）に
よる緩和的な金融政策が継続するとみられ、低金利環境
の持続期待がアメリカの実物不動産市場やリート市場を
サポートする材料になるとみています。同国リートの業
績に関しては、物流不動産などを手掛ける産業用施設セ
クターを中心にキャッシュフローのプラス成長が確認で
き、また、米中貿易摩擦などを受けてリスク回避の動き
が高まる局面では、リートのディフェンシブ性に着目し
た資金流入の動きなどが期待できます。セクター別では、
実物不動産市場の需給バランスが均衡状態にある産業用
施設や住宅セクターが上昇した一方、景気感応度が相対
的に高いホテルに加え、オフィス・セクターはニュー
ヨーク・オフィス市場の需給悪化観測などから上値が重
いほか、小売りセクターは米専門小売店の店舗閉鎖計画
などが嫌気され、相対的に低調な動きとなりました。こ
うした事業環境に不透明感が残る一部のセクターに対し
て、当運用チームは、ニューヨークに所在する優良オ
フィス不動産を保有する銘柄や優良なモールを手掛ける
小売り銘柄などは、純資産価値とのバリュエーションや
配当利回りの水準で相対的に割安な状況にあるとみてい
ます。一方で、産業用施設リートは、将来の期待成長が
リートの投資口価格に織り込まれているとみており、配
当利回りの水準や純資産価値とのバリュエーションの水
準から慎重にみています。カナダでは、主要都市での事
業拡大を模索する大手小売りリートに注目しています。

◎オーストラリア　6.4％
　オーストラリア市場は、豪州連邦準備銀行（ＲＢＡ）
による利下げ観測の高まりなどから同国の長期金利が過
去最低水準を更新し、リート市場も堅調な動きとなりま
した。実物不動産市場は、同国の住宅市場が回復基調に
あることに加え、シドニーやメルボルンなどの優良なオ
フィス物件の需給バランスが改善傾向にあるほか、産業
用施設は産業構造の変化を受けた良好な事業環境などか
ら、同用途不動産を保有する大手リートの躍進が続いて
います。一方で、小売りセクターは、アメリカ同様に事
業環境に対する先行き不透明感が懸念される中、こうし
たリートの投資口価格はやや出遅れ感がみられます。

◎日本　4.9％
　日本市場は、国内のオフィス市場が景気回復や低金利

環境などを背景に堅調であるほか、日銀の緩和的な金融
政策がリート価格の下支えになるとみています。一方で、
先進国リート市場のなかでは、純資産価値とのバリュ
エーション比較、配当利回りの水準などから相対的に投
資妙味が薄いとみています。

◎アジア（除く日本）（シンガポール4.1％、香港3.0％）
　シンガポールは、アジア経済の回復などを受けた内部
成長期待が注目されています。また、配当利回りが相対
的に高い銘柄が数多く存在するため、利回りに着目した
買い需要が期待されているほか、2019年は外部成長を
企図した物件の取得が活発な状況です。一方で、香港は、
反政府抗議デモの長期化などを背景に投資家心理が悪化
し、足下は軟調な展開が続いています。同地域の経済成
長や小売売上高に対する不透明感が高まりつつあり、実
物不動産市場の不動産取引も落ち着いた水準となってい
ます。小売売上高は、中国人旅客者数の減少などを背景
に高級品の落ち込みが顕著である一方、香港の大手小売
りリートが保有する不動産は、生活必需品を扱うテナン
トが多く入居するため、テナントの売上高は相対的に影
響が軽微となっています。

◎欧州（フランス4.9％、イギリス4.1％など）
　イギリス市場は、ロンドンのウエスト・エンドに所在
する優良オフィス不動産は空室率が低水準であり、新規
供給も限定的であることなどから不動産の需給バランス
は安定的です。産業用施設やオフィスの不動産で賃料成
長や資産価値の上昇が確認できる一方で、欧州連合（Ｅ
Ｕ）離脱等の政治的不透明感や小売りの事業環境に改善
がみられないことなどに注視しています。ユーロ圏市場
は、各国政治の不透明感や景気動向に注視する必要があ
るものの、活発な賃貸活動や賃料収入の継続的な伸びが
期待できる、フランスの大手小売りリートに投資妙味が
あるとみています。

モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・インク
運用総責任者※：　テッド・ビッグマン

※運用委託先のグローバル・リート運用における運用総
責任者です。

（注）上記の投資比率はマザーファンドにおける対純資
産比率です。また、原則として発行国ベースとし
た比率です。

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
Ｓ ＆ Ｐ 先 進 国 Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 指 数 
（税引き後配当込み、円ヘッジ） 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

2017年９月12日 10,000 － － 10,359 － － 25 

１期(2017年12月11日) 10,061 0 0.6 10,385 0.2 95.4 34 

２期(2018年12月10日) 9,832 0 △2.3 10,556 1.6 94.7 80 

３期(2019年12月10日) 10,246 0 4.2 11,943 13.1 95.8 141 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数とは、Ｓ＆Ｐダウ・ジョーンズ・インデックスＬＬＣが公表している指数で、先進国の不動産投資信託

（ＲＥＩＴ）および同様の制度に基づく銘柄を対象に浮動株修正時価総額に基づいて算出されています。同指数はＳ＆Ｐダウ・ジョー

ンズ・インデックス（Ｓ＆Ｐ ＤＪＩ）の商品であり、これを利用するライセンスが三菱ＵＦＪ国際投信株式会社に付与されています。

Ｓ＆Ｐ ＤＪＩは、同指数の誤り、欠落、または中断に対して一切の責任を負いません。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
Ｓ ＆ Ｐ 先 進 国 Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 指 数 
（税引き後配当込み、円ヘッジ） 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2018年12月10日 9,832 － 10,556 － 94.7 

12月末 9,099 △7.5 9,805 △ 7.1 94.0 

2019年１月末 9,921 0.9 10,782 2.1 93.8 

２月末 9,915 0.8 10,841 2.7 94.6 

３月末 10,158 3.3 11,221 6.3 94.9 

４月末 10,000 1.7 11,104 5.2 94.8 

５月末 9,813 △0.2 11,068 4.8 94.0 

６月末 9,830 △0.0 11,169 5.8 94.6 

７月末 9,980 1.5 11,416 8.2 94.7 

８月末 9,819 △0.1 11,596 9.9 94.9 

９月末 10,213 3.9 11,918 12.9 94.0 

10月末 10,316 4.9 12,138 15.0 95.3 

11月末 10,255 4.3 12,036 14.0 95.1 

(期  末)      

2019年12月10日 10,246 4.2 11,943 13.1 95.8 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

運用経過
第３期：2018年12月11日～2019年12月10日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

（百万円）

0

100

200

300

400

2018/12/10 2019/４/11 2019/８/13 2019/12/10

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

参考指数：左目盛

第 ３ 期 首 9,832円
第 ３ 期 末 10,246円
既払分配金 0円
騰 落 率 4.2％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

基準価額は期首に比べ4.2％の上昇となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

世界的に低金利環境の持続期待が高まる中、保有する日本やカナ
ダのリート価格が上昇したことなどが、基準価額の上昇要因とな
りました。
個別銘柄では、米住宅市場の回復期待などを背景に業績改善期待
が高まった「MID-AMERICA APARTMENT COMM（アメリカ
／住宅）」や、「EQUITY RESIDENTIAL（アメリカ／住宅）」
などが上昇し、基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

米実店舗型小売り不動産の事業環境に対する警戒感が高まる中、
保有するアメリカのリート価格が下落したことなどが、基準価額
の下落要因となりました。
為替ヘッジのためのコストなどが、基準価額の下落要因となりま
した。
個別銘柄では、米小売り百貨店の店舗閉鎖計画などを背景に事業
環境への懸念が高まり、米モール・リートへの業績成長に対する
不透明感が高まったことなどから「MACERICH CO/THE（アメ
リカ／小売り）」や、「SIMON PROPERTY GROUP INC（ア
メリカ／小売り）」などが下落し、基準価額の下落要因となりま
した。

下落要因

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

第３期：2018年12月11日～2019年12月10日

投資環境について

当該投資信託のポートフォリオについて

ワールド・リート・オープン（資産
成長型）為替ヘッジあり
ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド受益証券を主要投資対象とし、
組入比率を高位に保ちました。また、実
質組入外貨建資産に対しては対円で為替
ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を
はかりました。

ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド
世界各国の上場不動産投資信託を主要投
資対象として分散投資を行いました。
ポートフォリオの構築は、トップダウン
で国や地域、セクター配分等を決定し、
ボトムアップで個別銘柄を選定するとい
う、２つのアプローチ（運用手法）の融
合により行いました。なお、運用の指図
に関する権限は、モルガン・スタン
レー・インベストメント・マネジメン

ト・インク、モルガン・スタンレー・イ
ンベストメント・マネジメント・リミ
テッドおよびモルガン・スタンレー・イ
ンベストメント・マネジメント・カンパ
ニーに委託しています。当マザーファン
ドでは、投資銘柄に対する綿密なリサー
チを実行し、純資産価値とのバリュエー
ションや配当利回りの観点から割安と判
断した銘柄を中心に投資を行いました。
当期は、純資産価値とのバリュエーショ
ンや配当利回りの水準で依然割安な水準
にあると思われる一部の業種を投資妙味
があると判断し、オフィス・セクターな
どの銘柄を中心に組入比率を引き上げま
した。他方、バリュエーション面で割安
感が後退したと判断し、ヘルスケア・セ
クターなどの組入比率を引き下げました。

先進国リート市況
先進国リート市況は、期を通してみると
上昇しました。
期首から2018年12月下旬にかけては、
米国株式市場の急落などを背景に投資家
心理が悪化し、先進国リート市況は下落
したものの、その後は各国の中央銀行に

よる金融政策が緩和的な姿勢へ向かうと
の期待などから長期金利が低下し、利回
り資産に対する買い需要が高まったこと
や、実物不動産市場の安定期待などを背
景に上昇しました。また、アメリカや
オーストラリアのリートによる決算内容
も好感されました。

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（税引き後配当込
み、円ヘッジ）です。

（％）

0.0

5.0

10.0

15.0

2018/12/10 ～ 2019/12/10

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

国・地域別上位の組入比率
国・地域別上位の組入比率は、期首のア
メリカ61.6％、カナダ7.0％、オースト
ラリア6.8％などから、期末にはアメリカ
61.5％、カナダ7.7％、オーストラリア
6.4％などとしました。

業種別上位の組入比率
業種別上位の組入比率は、期首の小売り
37.1％、複合16.0％、オフィス15.0％な
どから、期末には小売り33.2％、オフィ
ス19.0％、複合14.7％などとしました。

ポートフォリオ特性値
配当利回りは、期首の5.32％から期末に
は4.96％となりました。

（注）配当利回りはマザーファンドで保有している
リートの実績配当利回りをマザーファンドの
純資産に対する比率で加重平均した年率換算
配当利回りです。税金・信託報酬等は考慮し
ていません。（出所：Bloombergをもとに三
菱ＵＦＪ国際投信作成）

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案し、利子・配当収入の中から分配
金額を決定しますが、信託財産の十分な成長に資することに配慮して分配を行わないことがあり
ます。この結果、次表の通りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）
につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第３期
2018年12月11日～2019年12月10日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 573

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

ワールド・リート・オープン（資産
成長型）為替ヘッジあり
引き続き、ワールド・リート・オープン　
マザーファンド受益証券の組入比率を高
位に保ち運用を行っていく方針です。ま
た、実質組入外貨建資産に対しては、原
則として対円で為替ヘッジを行い、為替
変動リスクの低減をはかります。

ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド
引き続き、世界各国のリートに分散投資
を行い、リスク分散を図った上で安定し
た配当利回りの確保と長期的な信託財産
の成長を目指します。
当面の運用としては、マクロ環境や実物
不動産市況の変化、リートの経営内容な
どに着目していきます。その上で、純資
産価値とのバリュエーション比較、配当
利回りの水準の両面からみて、投資妙味、
成長性がより高いと判断する銘柄に投資
を行っていく方針です。
今後も成長が見込まれているにもかかわ
らず割安度合いが高いと思われるアメリ
カの一部の業種に注目します。なかでも、
アメリカのオフィス・リートや大手小売
りリートについては、純資産価値とのバ
リュエーションや配当利回りの水準で相
対的に割安な状況にあるとみています。

資産価値対比で相対的に割高と判断して
いる日本などについては慎重なスタンス
を取る方針です。

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

2018年12月11日～2019年12月10日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 167 1.677 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (97) (0.974) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (59) (0.595) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (11) (0.108) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 3 0.027 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

(投資信託証券 ) (3) (0.027)

(ｃ)有価証券取引税 1 0.009 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

(投資信託証券 ) (1) (0.009)

(ｄ)そ の 他 費 用 3 0.033 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (2) (0.016) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (1) (0.013) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 174 1.746

期中の平均基準価額は、9,946円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.71％です。

運用管理費用（投信会社）
0.97％

運用管理費用（販売会社）
0.60％

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.03％

総経費率
1.71％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

○売買及び取引の状況 (2018年12月11日～2019年12月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ワールド・リート・オープン マザーファンド 39,354 102,979 18,855 49,210 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2018年12月11日～2019年12月10日) 

 

＜ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 1,165 632 54.2 1,221 656 53.7 

 
 
 

＜ワールド・リート・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 15,596 4,109 26.3 89,256 22,641 25.4 

平均保有割合 0.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜ワールド・リート・オープン マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
投資信託証券 360 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 
 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2018年12月11日～2019年12月10日) 

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
25 － 25 － 当初設定時における取得とその処分 

 

○組入資産の明細 (2019年12月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ワールド・リート・オープン マザーファンド 29,785 50,284 137,492 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年12月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ワールド・リート・オープン マザーファンド 137,492 96.4 

コール・ローン等、その他 5,148 3.6 

投資信託財産総額 142,640 100.0 
 

（注） ワールド・リート・オープン マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（234,218,816千円）の投資信託財産総額

（247,715,885千円）に対する比率は94.6％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝108.67円 １カナダドル＝82.06円 １ユーロ＝120.23円 １イギリスポンド＝142.88円 

１オーストラリアドル＝74.20円 １香港ドル＝13.88円 １シンガポールドル＝79.90円  

 

 

親投資信託残高 
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ワールド・リート・オープン（資産成長型）為替ヘッジあり

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年12月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 268,979,051   

 コール・ローン等 4,895,431   

 ワールド・リート・オープン マザーファンド(評価額) 137,492,186   

 未収入金 126,591,434   

(B) 負債 127,408,813   

 未払金 126,344,665   

 未払信託報酬 1,062,078   

 未払利息 1   

 その他未払費用 2,069   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 141,570,238   

 元本 138,169,313   

 次期繰越損益金 3,400,925   

(D) 受益権総口数 138,169,313口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,246円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 81,939,816円 

期中追加設定元本額 81,229,497円 

期中一部解約元本額 25,000,000円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0246円です。 

 

○損益の状況 (2018年12月11日～2019年12月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     1,934   

 受取利息 18   

 支払利息 △     1,952   

(B) 有価証券売買損益 6,111,155   

 売買益 14,581,674   

 売買損 △ 8,470,519   

(C) 信託報酬等 △ 1,755,696   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 4,353,525   

(E) 前期繰越損益金 △   151,867   

(F) 追加信託差損益金 △   800,733   

 (配当等相当額) (   2,981,134)  

 (売買損益相当額) (△ 3,781,867)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,400,925   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 3,400,925   

 追加信託差損益金 △   800,733   

 (配当等相当額) (   3,082,346)  

 (売買損益相当額) (△ 3,883,079)  

 分配準備積立金 4,841,251   

 繰越損益金 △   639,593   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2018年12月11日～ 
2019年12月10日 

費用控除後の配当等収益額 3,340,870円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 3,082,346円 

分配準備積立金額 1,500,381円 

当ファンドの分配対象収益額 7,923,597円 

１万口当たり収益分配対象額 573円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

③「ワールド・リート・オープン マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用とし

て、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年１万分の60以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁して

おります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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